
 

ICT の特長を生かした情報活用能力育成のための取組 

 

木原弘紀（北海道立静内高等学校） 

 

概要：本校は，昨年度から道教委の「ICT 活用教育促進事業（３ヵ年）」の実践校に，今年度から文部

科学省の「情報通信技術を活用した教育振興事業（２ヵ年）」の情報教育推進校（IE-School）に

指定されている。ともに ICT の特長を生かして，情報を主体的に選択し，適切な手段方法によっ

て活用するなど，生徒の「情報活用能力」を育成するとともに，ICTを活用した授業改善の推進に

より教員の授業力の向上を図っている。本報告では，昨年度のタブレット PC の管理や運用に関す

る状況，各教科における授業実践例及び今後の本校における事業計画・展望を紹介する。 
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１ はじめに 

 すでに教育課程部会総則・評価特別部会で「情

報活用能力」は文理や進路を問わず身につける

ことが重要と言われている。 

本校は北海道日高管内中部の新ひだか町（人

口 23，562人）に所在する単位制普通科高校で

ある。１学年５間口，全校生徒 525 名で学力層

は幅広い。情報科教員は 1名で，概要にある事

業を受けるまではノート PC を校務等で活用し

ていたが，授業に積極的に活用することはなか

った。しかし，事業をきっかけにタブレット

PC20台，液晶プロジェクター３台，無線 LANAP

等の ICT 機器が導入されてから ICT 機器を意識

的に授業に取り入れた生徒の「情報活用能力」

を育成する授業を行っている。ここでは，機器

の導入準備から運用・管理， 教員への研修，授

業実践や今後の計画について述べる。 

２ これまでの事業報告と今後の計画 

（１）ICT 活用教育促進事業 

ア 導入から運用・管理 

ⅰ タブレット PC， 無線 LANAP 

導入したタブレット PC は Microsoft 社の

Surface３で初期設定では「管理者用」と「生徒

用」の２つのアカウントを作成し不用意な設定

変更が出来ないようにした。また，無線 LANAP

も同じ場所に保管した。機器の設置場所は職員

室の専用ボックスとして，利用記録簿や利用管

理規程，使用方法のマニュアルを担当教員で作

成し全教員が使用できる環境を整えた。 

 
保管ボックス 

 

利用記録簿 

ⅱ プロジェクター 

 新たに HDMI端子付きのプロジェクターEPSON 

EB-W420を４台導入し，HDMI ケーブルを収納し

た。また，利用記録簿を校内 LAN のファイルサ

ーバに作成し，全教員の利用状況を把握できる

ようにした。1 台は利用頻度の高い視聴覚室で

常時ディジタルテレビ，DVD・BD レコーダーや

HDMI ケーブルとつなげた。 

イ 教員への研修 

ⅰ 外部講師 

２月に Microsoft社による校内研修を実施し，

「ディジタル教科書の閲覧」，「 Skype for 

Business Online による遠隔交流の体験」，



「OfficeMix を用いた個別学習の作成」などを

行い，教員の ICT活用に係る資質向上を図った。 

ⅱ 外部研修への参加，外部視察 

 「JAET 富山大会」，「タブレットセミナーin

札幌」，「教育の情報化推進フォーラム」や調布

北高校への学校視察により，ICT の授業におけ

る効果的な活用や現状の情報収集し，研修だよ

りを作成して校内に情報提供した。 

ウ 授業実践 

教員の約２割，生徒の約半数程度が情報活用

能力育成のための ICT 機器を用いた授業や特別

活動（５教科，見学旅行）を経験した。 

インターネットを利用した生徒アンケートか

らは関心の高さが確認できる。しかし，従前の

授業と比較したエビデンスを踏まえた検証の必

要も十分あることを留意している。 

（２）情報通信技術を活用した教育振興事業 

 今年度から本校は情報教育推進校（IE-School）

が指定され，教科横断的に情報活用能力を育成

するため，次のような研究を行う。 

ア 年間指導計画とルーブリックの作成 

 各教科の指導単元において，情報教育の目標

の三観点（情報活用の実践力，情報の科学的理

解，情報社会に参加する態度）や身に付けさせ

る資質・能力の三つの柱（知識・理解，思考力・

判断力・表現力等，学びに向かう力・人間力等）

について，年間指導計画に沿って整理するとと

もに，各単元において評価規準を基とするルー

ブリックを作成し，生徒の評価だけでなく，教

員が単元を通してどのような情報活用能力を育

成しているのか可視化する。 

イ 外部との連携 

ⅰ プログラミング（情報セキュリティ） 

近年，「プログラミング」や「情報セキュリテ

ィ」に係る学習は「情報の科学的な理解」にお

いて重要性が高いことが指摘されている。 

しかし，実際は担当する教員の指導力や学習

に適した教材の不足という課題がある。今年度

は北海道高等学校教育研究会情報部会の支援に

より，遠隔授業システムを用いた５時間の講義

を予定している。この取組により，教員は専門

的な内容について学ぶことができる。来年度に

ついては、自校で「プログラミング」を指導で

きるようにしたい。また，「情報セキュリティ」

関しても同様の取組により，生徒及び教員の「情

報の科学的な理解」を深めることができる。 

ⅱ エビデンス・チャレンジ 

Microsoft 社が認定する教育 ICT 先進校プロ

グラムで ICT 環境の整備（機器の貸出，

Office365 の無償提供）や教員研修等を支援す

るものである。今年度は本校の ICT 環境のレベ

ル，最新の ICT 活用の状況，その効果等につい

て理解・整理を行っている。また，「Office365」

の授業での活用についての研修があり，特に

OneNote による協働学習や OfficeMix による個

別学習などは大変興味深いものであった。特に

OfficeMix は，簡易的な e ラーニングとして利

用することが十分に可能であると考える。 

３ まとめ 

本校では，事業を通して情報活用能力の育成

についての関心が高まっている。機器の導入や

研修会への参加，年間指導計画の作成及び外部

機関との連携など，個々の取組は充実してきて

いるが，教科横断的に生徒の情報活用能力を育

成する授業を設計することが目的である。 

そのため，日々の授業のどの場面において，

情報活用能力を育成する取組を取り入れること

がよいのか検討する必要があり，生徒や教員か

ら意見を聴取し，授業改善を行う機会を多く取

り入れたい。しかし，「情報活用能力」の育成に

係る取組は始まったばかりであり，多くの教員

はとまどいながら授業実践している。 

今後は，教員間で課題を共有し，話し合いを

通した課題解決を図るなど，アクティブ・ラー

ニングのプロセスによる事業を展開したい。 
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